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大学時代はスラローム競技に絞り、U−23日本代表Ｂ代
表に選出され、ジャパンカップ３位に入賞することができ
ましたが、納得できる結果ではありませんでした。
それでも大会などでいい成績が出た時は、今までやって

きたことは間違いではなかったと思えてうれしかったです。
そして、高校生の時に海外の世界選手権に出場したのも、

良い思い出です。

■世界を体験して
こぎがパワフルだったり、テクニックがあったりする外国人選手を見て、自分にはないものを持っている、人それ
ぞれのこぎ方があると気付きました。その中で自分がどう戦うか考えるのは、とても楽しかったです。そして、国が
違ってもカヌーに精いっぱい向き合っているのは、みんな同じだと思いました。

■練習
現在は、伊坂ダムと近所にあるジムで練習しています。伊坂ダムは
とても水がきれいで広く、すごく練習がしやすい場所です。また、と
もにカヌーに取り組む選手がとても多いことも励みになります。
今年から社会人として、四日市市役所で勤め始め、平日は、仕事が
終わってから夜に練習しています。疲れている時でも、日々しっかり
練習に取り組んでいます。とても寒い時期になったので、大変ですが、
時間を決めてしっかりと練習しています。

■自分の強み
私の強みは最後まで諦めないところです。カヌー競技は、本当に一瞬のミス
が勝敗を分けてしまいます。だから、最後まで諦めないこぎをするのが大切だ
と思います。

■カヌーの魅力
カヌーをやっていて一番楽しいのは、自分一人でボートを操縦できるところ
です。また、自然の中をこいで遊べる楽しさがあると思います。そして、カヌ
ー選手同士の仲が良いということも、とても魅力的なところだと思います。

■とこわか国体の目標
三重とこわか国体では、カヌーワイルドウオーター種目で300ｍ～600ｍこ
ぐスプリント競技と1,500ｍをこぐクラシック競技、両方での表彰台を目標と
して、頑張りたいと思います。

12月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

伊坂ダムでの練習

今年から社会人として仕事にも励んでいます
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■カヌーを始めたきっかけ
カヌーを始めたのは、小学生の時です。私は、千葉
県の出身ですが、地元の広報で見た夏休みカヌー体験
に参加したのがきっかけです。普段は穏やかな川がす
ごく荒れていて難しかったのですが、その時にこぎ切
った達成感が、今の原動力になっています。

■学生時代
高校時代は、流れのない河川やダムなどの直線コー
ス（200ｍや500ｍなど）でタイムを競うカヌースプ
リント種目、変化に富む流れのある川で行うカヌース
ラローム種目の両方をしていました。スラロームでは
日本代表ジュニアに選ばれ、スプリントではインター
ハイに出場しました。

森田涼太さん
　カヌーワイルドウオーターは、岩などの障害物をかわしながら、流れの激しい川を一気にこ
ぎ下り、タイムを競うカヌー競技の１種目です。10月に岩手県奥州市で開催された2020カヌー
ワイルドウオータージャパンカップ最終戦で３位に入賞し、来年の三重とこわか国体を目指す
森田涼太さんにお話を伺いました。

→ スラローム競技に挑む森田さん


